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圃.，.

四
月
か
ら
始
ま

っ
た
燃
や
さ
な
い
ご
み
の

分
別
収
集

。

回
収
さ
れ
た
ご
み

は
、
そ
の

後
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か

。

今
回
は
、
皆
さ
ん
が
ル
!
ル
を
守

っ
て
集
積
場

に
出
し
た

燃
や
さ
な
い
ご
み
が
収

集
車
で
集

め
ら
れ
た

後
、
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
を

ご
案
内
し
ま
す

。

E革調

空き缶・

金属類

ペット

ボトル

その他

燃やさない
ごみ

びん・

ガラス類

入

一
呂

戸ス
ミ乙

皆さんが分別して出したごみを

収集車で回収し 、 選別処理場ヘ持

ち込みます。

重
信
同
職
員
採
用
試
験

平
成
十
年
度
重
信
町
職
員
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す

。

一
、
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
職
若
干
名

幼
稚
園
教
諭
若
干
名

消
防
職

一
名

(東
温
消
防
)

二
、
受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、

地
方
公
務
員
法
第
十
六
条

の
欠
格
各
号
に
該
当
し
な

い
者

②
昭
和
四
十
六
年
四
月

二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
。

③
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い
て
は

、

資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
、

平
成
十

一
年
三
月
末
日
ま

で
に
資
格
を
取
得
す
る
見

込
み
の
者
。

④
消
防
職
は
、
昭
和
五
十
年

四
月

二
日

1

昭
和
五
十
六

年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
男

子

三
、
試
験
の
日
時
及
び
内
容

一
次
試
験

①
日
時
九
月

二
十
日
制
午

前
九
時
か
ら

②
場
所
町
民
会
館

③
試
験
内
容
教
養
試
験

・
作

文
(
消
防
職
に
つ
い
て
は、

体
力
検
査
が
あ
り
ま
す。
)

④
合
格
発
表

二
次
試
験

①
日
時
・
場
所

一
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

②
試
験
内
容
適
性
検
査
・

面
接

③
合
格
発
表
十

一
月
下
旬

四
、
受
験
手
続

次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
総
務
課
ま
で
提
出
し

て
下
さ
い
。

・
履
歴
書
(写
真
貼
付
)

・

最
終
学
校
の
卒
業
(
見
込
み)

証
明
書

・

資
格
ま
た
は
免
許
(見
込
み
)

証
明
書

五
、
受
付
期
間

八
月
三
日
聞
か
ら
八
月
二
十

四
日
開
ま
で
の
執
務
時
間
中

(月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
十
五
分
ま
で
)

六
、
そ
の
他

詳
し
い
こ
と
は

、

役
場
総

務
課
人
事
係
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

富
九
六
四
|
二
O
O

一
間

十
月
中
旬
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不退

最終処分場
(埋立)

資源

(ガラス類)

以
内V

ハ
川
川U

者業
似

事
事d
原

生
省

再

仁口

選別処理場に持ち込まれたごみは、ベルトコンベアに

のせられ、人や機械によって選別、資源化不適物と資源

化物に分けられ 、 それぞれ一時保管されます。

保管されたものが一定量たま

ると 、 資源化物は再生事業者へ、

資源化不適物は最終処分場へ

と 、 それぞれ運搬されます。
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税
金

平
成
十
年
度

岡
税
の
改
正
点

平
成
十
年
度
の
地
方
税
制
改

正
に
伴
う
町
税
関
係
の
主
な
改

正
点
に
つ
い
て
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

な
お
、
特
別
減
税
に
つ
い
て
は

、

六
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

の
で
今
回
は
省
略
し
ま
す

。

1

個
人
住
民
税
(
町
県
民
税
)
関

忍
市

川
土
地
等
の
譲
渡
益
課
税
の

見
直
し

〈施
行
期
日
平
成
十
一
年
四
月
一
日
〉

平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら
平

成
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
聞
に
長
期
所
有
土
地
・
建
物

等
(所
有
期
間
五
年
超

)を
譲
渡

し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
に
対
す

る
税
率
の
改
正

間
臨

特
別
控
除
後
の
譲
渡
益

四
千
万
円
以
下
の
部
分

6
%

県
民
税

2
%

町
民
税
4

%

四
千
万
円
超
八
千
万
円
以
下
の
部
分

7

・

5
%

県
民
税
2
%

町
民
税
5

・

5
%

八
千
万
円
超
の
部
分

9
%

県
民
税
3
%

町
民
税
6
%

岡
田

特
別
控
除
後
の
譲
渡
益

六
千
万
円
以
下
の
部
分

6
%

県
民
税
2
%

町
民
税
4
%

六
千
万
円
超
の
部
分

7

・

5
%

県
民
税
2
%

町
民
税
5

・

5
%

川
各
種
所
得
控
除
額
の
引
き

上
げ

〈施
行
期
日
平
成
+
一
年
四
月
一
日
〉

o

特
定
扶
養
親
族
控
除
額

(十
六

歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の
扶
養

親
族
)

現
行
四
十
一
万
円

改
正
四
十
三
万
円

O

特
別
障
害
者
控
除
額

(
一
級
ま

た
は
二
級
の
身
体
障
害
者
ほ
か

)

現
行
二
十
八
万
円

改
正
三
十
万
円

0

同
居
特
別
障
害
者
扶
養
控
除

額
(控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶

養
親
族
の
う
ち

、

特
別
障
害
者
で

納
税
義
務
者
等
と
の
同
居
を
常

況
と
し
て
い
る
者

)

現
行
五
十
四
万
円

改
正
五
十
六
万
円

同

所
得
割
及
び
均
等
割
の
非

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

〈施
行
期
日
平
成
十
年
四
月
一
日
〉

O

所
得
割
非
課
税
限
度
額

現
行
三
十
四
万
円

(基
本
額
)

改
正
三
十
五
万
円

適用は下表のようになります。

改 所得金額壬

35万円×家族数+
正 加算額30万円

現 所得金額孟

34万円×家族数+
:(丁- 加算額30万円

(注)加算額は、控除対象配
偶者または扶養親族を有す
る場合のみ加算

O

均
等
割
非
課
税
限
度
額

現
行
二
十
七
万
二
千
円

(
基本
額
)

改
正
二
十
八
万
円

適用は下表のようになります。

改 所得金額壬
28万円×家族数十

正 加算額14万4千円

現 所得金額孟
27万2千円×家族数十

:(丁- 加算額14万4千円

(注)加算額は 、 控除対象配
偶者または扶養親族を有す
る場合のみ加算

2

固
定
資
産
税
関
係

〈施
行
期
日
平
成
十
年
四
月
一
日

〉

新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
減
額
措
置
の
拡
充
及

び
延
長

O

対
象
と
な
る
住
宅
の
床
面
積

要
件
の
改
正

現
行
上
限
二

O
O
M

改
正
上
限
二
四

O
M

O

適
用
期
限
の
延
長

適
用
期
限
が
二
年
延
長
さ
れ

、

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
が
対
象

シ
」
かu
p
HJ本
A
V
1
υ
れ
ん。

O

そ
の
他

改
正
後
の
要
件
は

、

平
成
九
年

一
月
二
日
以
後
新
築
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
適
用
し

、

平
成
九
年

一
月
一
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た

も
の
は
従
前
ど
お
り
の
取
り
扱

い
と
な
り
ま
す

。

3

国
民
健
康
保
険
税
関
係

〈施
行
期
日
平
成
十
年
四
月
一
日

〉

減
額
の
対
象
と
な
る
所
得
基

準
の
引
き
上
げ

四
割
減
額
の
対
象
と
な
る
所

得
の
基
準
に
つ
い
て
、
基
礎
控
除

額
に
加
え
る
加
算
額
が
、
被
保
険

者
(世
帯
主
を
除
く

。
)一
人
当
た

り
五
千
円
引
き
上
げ
ら
れ
二
十

四
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た

。

改正後の4割減額の適用は下表のよ
う になります。

基礎控除額33万円

< 1世帯の所得金額|

孟基礎控除額33万円

+ (世帯の被保険者数ー1) 

X24万5千円

(注)基礎控除額以下は 、 6割減額 と
な り ま す 。

以
上
の
と
お
り
で
す
が

、

不
明

点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
役
場
税
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

全
国
ま
九
ガ
税
金
展

作
品
募
集

テ
ー
マ

税
に
関
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

例
え

ば
、
「
税
の
は
た
ら
き
」
、
「
将
来

の
税
」
な
ど。

応
募
資
格

誰
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

個
人

、

グ
ル
ー

プ
を
問
い

ま
せ
ん
。

表
現
方
法

サ
イ
ズ
B
4

(平
面

・

片
面
)

一
作
品

一
枚

賞

一
般
部
門

大
賞
、
中

学
生
最
優
秀
賞

、

審
査
委
員
特

別
賞
、
優
秀

賞
、

入
選

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

(小
学
生
以
下
の
部
)

最
優
秀
賞

、

審
査
委
員
特

別
賞
、
優
秀
賞

、

入
選

応
募
先
干

七
九
O
l

O
八
O
八

松
山
市
若
草
町
四
|
一
一
一

松
山
税
務
署
「税
の
ま
ん
が
」
係

富
九
四

一ー
ー
九
二
二

応
募
締
切

九
月
三
十
日
側

8月の納税

町県民税第2期

国民健康保険税第2期

納税期限 8月 31 日 (月)



{呆

険

人
生
八
十
年
時
代
の
到
来
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊
か
な
老

後
の
所
得
保
障
と
し
て
国
民
年

金
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

。

し
か
し

、

こ
の
「
国
民
年
金
」

も
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て

い
な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

。

長
い
人
生
の
聞
に
は

、

病
気
や

ケ
ガ

、

失
業
な
ど
の
理
由
で
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
も

当
然
あ
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に

、

国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
、
が
免

除
さ
れ
る
期
間
は

、

免
除
の
申

請
を
し
た
月
の
前
月
か
ら
そ
の

年
度
の
最
後
の
月
ま
で
の
聞
で

、

社
会
保
険
事
務
所
が
必
要
と
認

め
る
月
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

年国

金民

広報しげのぶ5 

料
免
除

(学
生
さ
ん
に
も
あ
り
ま
す
)

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
と
い

っ
て

、

そ
の
ま

ま
に
し
て
お

く

と
、

い
ざ
と
い
う

と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

ま
た

、

大
学
や
専
修
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
二
十
才
以
上
の

学
生
の
方
も
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

。

し
か

し
、

本
人
に
は
所
得
が
な
い
場
合

が
多
い
た
め

、

免
除
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す

。

一
般
(学
生
以
外

)
の
免
除
基

準
は

、

本
人

、

配
偶
者
並
び
に
世

帯
主
の
収
入
等
が
審
査
の
基
準

と
な
り
ま
す
が

、

学
生
さ
ん
の
場

合
は

、

ご
両
親
の
仕
送
り
等
で

生
計
を
立
て
ら
れ
て
い
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、

ご
両
親
の
収
入
等
を
勘
案

し
た
免
除
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
学
生
さ
ん
自

身
に
所
得
税
の
課
税
対
象
額
以

上
の
収
入
が
あ
る
場
合
に
は
、

免
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。

免
除
基
準
は
、
親
と
の
同
居
、

別
居
、
公
立
学
校
か
私
立
学
校

需U

度

か
、

ま
た
学
生
の
人
数
等
に
よ
り

細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

具

体
的
な
手
続
き
は

、

学
生
さ
ん

本
人
が
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
町
村
役
場
で
行

っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す

。

そ
の
際

、

年

金
手
帳

、

印
鑑
、
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
が
必
要
で
す

。

そ

の
他

、

親
元
を
離
れ
て
生
活
し

て
い
る
学
生
さ
ん
の
場
合
は

、

親

元
の
世
帯
の
所
得
課
税
証
明
書

等
が
必
要
で
す
。

免
除
さ
れ
る
期
間
は
、
免
除
の

申
請
を
し
た
月
の
前
月
か
ら
そ

の
年
度
の
最
後
の
月
ま
で
の
聞

で
、
社
会
保
険
事
務
所
が
必
要
と

認
め
る
月
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

、

申
請
免
除
は
年

度
を
単
位
に
承
認
と
な
り
ま
す

の
で
、
昨
年
承
認
を
受
け
た
方
で

、

今
年
度
も
引
き
続
き
免
除
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
再
度

、

申
請
手

続
き
を
行
っ

て
下
さ
い
。

困
っ
た
と
き
に
は

、

そ
の
ま
ま
に

し
な
い
で

、

必
ず
役
場
福
祉
課
の

国
民
年
金
係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ウ
ォ
l

キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

適
度
な
運
動
は

健
康
の
秘
訣

運
動
不
足
は

、

血
管
な
ど
体
内

の
あ
ら
ゆ
る
器
官
や
組
織
を
衰

え
さ
せ

、

成
人
病
を
促
進
さ
せ
ま

す
。

普
段
か
ら
適
度
な
運
動
習

慣
を
身
に
つ
け

、

病
気
に
な
り
に

く
い
身
体
を
作
り
ま
し
ょ
う

。

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は

、

誰
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る

、

一
番

手
軽
で
安
全
な
運
動
法
で
あ
る

ウ
ォ

l

キ
ン
グ
を
推
進
す
る
た

め
、

次
の
も
の
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

①
記
録
用
紙

歩
い
た
距
離

(
一
日
五
加
ず
つ

)

が
記
録
で
き
ま
す

。

重
信
町
を

出
発
し
、
札
幌
市
を
ゴ
ー
ル
す
る

二
千
五
百
川
を
記
録
す
る
よ
う

に
な

っ
て
い
ま
す
。

②
反
射
テ
ー
プ
付
き
タ
ス
キ

夜
間
に
歩
く
人
の
た
め

、

光
る

固

{呆
タ
ス
キ
を
希
望
者
の

方
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
近
所
を
散
歩
す
る
つ

も
り
で

、

気
軽
に
始
め
て
み
ま
し

ょ

-
っ
。

七
月
一
日
現
在

、

九
百
八
十
九

名
の
方
が
登
録
し

、

健
康

"

つ
く
り

の
た
め
に
歩
い
て
い
ま
す

。

歩
い

た
距
離
が
五
百
闘
に
な
れ
ば
銅

メ
ダ
ル
、
千
五
百
川
で
銀
メ
ダ
ル
、

二
千
五
百
川
の
ゴ
ー
ル
到
着
者

に
は
金
メ
ダ
ル
を
進
呈
し
ま
す

。

役
場
福
祉
課
国
保
係

冨
九
六
四
|

二
O
O

一
間

ウォーキングの健康効果

*腰痛・膝痛や骨組しよう
症の予防にも f

*ストレスを解消 l
女高血圧を抑える f

女動脈硬化を防ぐ f

*老化を防ぐ f

安肥満を防ぐ f



6 広報しげのぶ

保
健

申
し
込
み

・

問
い
合
わ
せ
先

保
健
婦
直
通
電
話

冨
九
六
四
|
四

一
七
O

ま
た
は

富
九
六
回
l

二
O
O

一
利

内
線
三
一

・

一
二
一
一
一

i

先
手
必
勝
!

こ
ろ
ば
ぬ
先
の

健
康
食
i

食
べ
物
が
豊
富
で
い
つ
で
も

手
に
入
る
時
代
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
で
選
ん
で
バ
ラ
ン
ス
良
く

栄
養
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
や
栄
養
に
つ
い
て
興
味
の

あ
る
方
、
体
内
脂
肪
の
気
に
な

る
方
な
ど
、
お
い
し
く
健
康
的

に
食
べ
る
コ
ツ
と
ポ
イ
ン
ト

を
、

一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
?

町
内
の
方
な
ら
男
女
を
問
わ

ず
誰
で
も
参
/
加
で
き
ま
す。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は
、

役
場
栄
養
士
・
保
健
婦
ま
で。

担当

山之内井口公民館l
1 1.健康生活のための心得

午前 10時 1 2 栄養のバランスって |ケ ~o /I 管理栄
10月 6 日 (火)1 ¥ 1 北野台団地集会所| なあに? (調理実習) | 77 ハー | 養士

1 "1I.1 ~J !-Ia..;!.I"'I.:I:::IP::,Ll,J/ 11 _._. ' '' ~ ~.，. - - ， タオル | 

同州 1 3 血圧測定 |筆記用具 | 保健婦
4. 体内脂肪測定

準備物円ー司

合内所士曇間時日

9月 3 日同

月

北野田公民館11 月 11 日凶

4
E一一れ
で
脳
卒
中
も
一

一
こ
わ
く
な
い
」
一

-z
一

健
康
改
善
教
室
一

健
康
パ
ワ
!
の
集
結
!

l

全
身
に
血
液
を

送
る
運
動
|

九
月
九
日

附

午
後

一
時
三
十
分
1

三
時

町
民
会
館
二
階
大
ホ
l

ル

マ
ス
タ
ー

ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
弐
フ

t
o
m
o
r
r
o
w
 

健
康
運
動
指
導
士

浅
海
久
美

日
時

講 場
師所

川γ

※
日
程
が
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

と
違

っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

九
月
四
日
悩
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。
(
事前
に

申
し
込
ま
れ
た
方
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
)

m
μ
的
必
ケ
豆
、

p
y

〆

目
『
リ4/
/

〆
，

Z
J

i

y
A
V

万

店
内
ふ
を
弓
多

い

説
阿
部S
L

ト
t

山
川一』
氷
河

浄
ケ

右
以
流
よ

・
』
@
@

の
吟
。

手

k
\
\ず

t
し

J
W
/
/巳

，

や
は
す

'
L

で
げ

絹
給
付

正

明
日

ω
日
山

。

、

i

、
、

!

、
-
h
y
、
，

u
t
、
、
、

山
肌
，
f

〆
〆
に

や
町
民
判

ル
ホ
巾

uu
­

オ
空

d
R
u
r

ド

ゐ
f

一

な
イ

潔

「

遣
問
ぺ

。

手指の消毒浩
ふつうはきちんと手洗いすれば殺菌・消毒は必要ありません。
しかし、 赤ちゃんのおむつ替え、病人の介護の後、 トイレ掃除
の後などは、殺菌・消毒をした方がよいでしょう 。 「正しい手の
洗い方J をした後に、次の3つの方法があります。

逆性石けん 10%液を 100- 1 ポンプ式逆性石けんなどの l 消毒周アルコ ルを霧吹き
2001i告に薄めた中に、手を30秒 | 消毒濯を手のひらにとり、 | などに入れて、手全体に噴
間浸した後、流水で十分;先う。 l 乾燥するまで、ょくすり込む。 | 霧し、乾燥するまですり込む。

噛 | 仙川1 v!lJ ",1 (i生\ I 1 〆'11

1 !IlÂ!h 浮 1 1 トfノヨ
*逆性石けんは薬局 ・ 薬店で販売しています

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

は
、

一
般
社
会
人
の
健
康
に
関
す

る
意
識
の
向
上
を
図
り
、
ま
た
地

域
の
人
々
の
病
院
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
年

一
岡
市
民
健
康
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

日
時

九
月
五
日
出

午
後
二
時
1

四
時

場
所

愛
媛
大
学
医
学
部

(重
信
町
士
、
草川
)

テ
ー
マ

「
生
活
習
慣
と
健
康
」・

-

寝
た
き
り
・
痴
呆
を
防
ぐ
U

一

型
健
康
法

一

l

健
康
づ
く
り
十
箇
条
1

一

公
衆
衛
生
学
教
授

小
西
正
光

・

肺
が
ん
は
な
く
せ
る
か
?

治
せ
る
か
?

放
射
線
医
学
教
授
池

添
潤
平

受
講
料

無
料

詳
し
く
は

愛
媛
大
学
医
学
部
総
務
課

宮
九
六
回
1

五
一
一
一

(
内
線
五
二

一四
)
ま
で



家
庭
の
不
用
品
を
ご
提
供
下
さ
い

ー

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
|

重
信
町
女
性
会
議
(町
内
十
四
女

性
団
体
)
は、

五
周
年
を
記
念
し
て

下
記
の
通
り

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ

ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
家
庭
の
不
用

品
の
提
供
(
無
料
)を
お
願
い
し
ま

す
。
家
の
中
で
眠

っ
て
い
る
衣
料

品
や
家
具

、
雑
貨
、
食
器
な
ど
、

ゴ
ミ
に
す
る
に
は
も
っ
た
い
な
い

し
、
か
と
い

っ
て
家
の

中
も
片
付

か
な
い
し

:
・
。

そ
う
い
っ
た
も
の

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

沢
山

の
提
供
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

マ
ー
ケ

ッ

ト
開
催
日
時

九
月
二
十
日
制

(雨
天
の
場
合
二
十

一
日

∞
)

午
前
九
時
三
十
分
1

午
後
二
時

女
性

だ
よ
り

広報しげのぷ7 

不
用
品
提
供
日
時

九
月
十
九
日

ω

午
前
九
時
三
十
分
1

午
後
二
時

(
一日
の

み
)

※
各
自
で
ご
持
参
下
さ
い
。

内
容

日
用
雑
貨

、

衣
類

、

ベ
ピ

ー

用
品

、

家
電
製
品
、
家
具
(
大

型
は
除
く
)、
引
出
物
、
贈
答
品

、

自
転
車
、
本
、

C
D

、

ビ
デ
オ

テ
ー

プ
等
(
食
料
品
、
動
物
、
危

険
物
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

)

主
催

重
信
町
女
性
会
議

問
い
合
わ
せ
先

富
九
六
回
|
六
六
七
九
(
藤岡
)

冨
九
六
四
|
二
二
三
四
(福
積
)

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
夏
休

み
の
宿
題
に

、

子
供
さ
ん
と
廃
油

に
よ
る
粉
石
け

ん
作
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
?

家
庭
の
使
用
済
み
食

用
油
で
、
誰
に
で
も
簡
単
に
作
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

体
に
も
地
球
に
も
大
変
優
し
い

粉
石
け
ん
は
、
洗
濯
機
に
も
食
器

洗
い
に
も
使
え
ま
す
。

持
ち
帰
り

、

是
非
使
っ
て
み
て
下
さ
い
。

ま
た
、

母
と
子
で
作
る
こ
と
を
通
し
て
、

自
然
保
護
に
つ
い
て
話
し
合
い
の

機
会
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

当
日
使

用
す
る
油
は

、

母
子
会
で
用
意
し
ま
す

が
、
ご
家
庭
に
も
あ
る

よ
う
で
し
た

ら

、
ご
持

参
下
さ
い
。

日
時

八
月
三
十
日
制

午
前
九
時
よ
り

町
民
会
館

場
所

申
し
込
み
先

拝
志

富
九
六
四

一
三
九
八

野
首

南
吉
井

富
九
六
回
|

六
六
一
二

岡
田

北
吉
井

富
九
六
四
|

三
三
一
五

古
同
沼
知
県

役
場
福
祉
課冨

九
六
四
|
二
O
O

一
的

※
当
日
お
弁
当
を
用
意
し
ま
す
。

八
月
二
十
五
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

』ー

女
と
男
の
い
き
い
き

社
会
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
男
女
を
問
わ

ず
、

す
べ
て
の
人
が

、

能
力
と
個
性
を
十

分
に
発
揮
し

、

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
。

そ
ん
な

「
男
女
共
同
参
画
社
会(女
と
男
の
い
き
い

き
社
会
こ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
石
川
牧
子

さ
ん
(
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
)と

広
岡
守
穂
さ
ん
(
中
央
大
学
法
学
部
教
授
)

が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
、
そ
し
て
、

男
た
ち

、

女
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
り

合
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
家
庭
や
地
域
、

職
場
な
ど
で
の
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い

っ
し
ょ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
1
・

日
時

八
月
二
十
九
日
出

午
後

一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

場
所

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

申
し
込
み
方
法

は
が
き
、
電
話
、F
A
X

で
パ
ー
ト
ナ
ー

と
い
っ
し
ょ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項

(参
加
希
望
者
会
員
の
)

氏
名
、
住
所

、

電
話
番
号
、
性
別

託
児
の
ご
案
内

二
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
託
児

を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
の
際

、

お
子
さ
ん
の
氏
名

・

年
齢

・

性
別
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

一T
七
九
O
l

八
五
七
O

松
山
市

一
番
町
四
丁
目
四
|

二

愛
媛
県
庁
女
性
政
策
-謀

い
き
い
き
フ
ォ

ー
ラ

ム
係

富
九
四

一ー
ー

一
一
一
一
一
(
内
線
二
五
七
二
)

窟
九
四
七
|
二
二
三
五
(
直
通
)

F
A
X

九
二

一l
O

六
三
二



のがを末末1に残乙ま

重
信
町
総
合
公
園
は
、
町
の
中
心
部
よ
り
北
西
約
印
刷
の
丘
陵
地
帯

(
西
岡
)
に
あ
り
ま
す。

周
辺
を
緑
に
包
ま
れ
、
道
後
平
野
を
眼
下
に
、
遠

く
は
瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
る
風
光
明
婦
な
公
園
と
し
て
、
現
在
工
事
が

着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す

。

(
平
成
九
年
に
一
部
開
園
)

そ
こ
で
、
こ
の
度
こ
の
公
園
を
よ
り
い
っ
そ
う
町
民
の
皆
様
に
親
し
み
の
も

て
る
公
園
と
す
る
た
め
、
総
合
公
園
内
で
の
記
念
植
樹
を
計
画
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
残
る
記
念
日
を
、
植
樹
と
い
う
形
で

将
来
に
残
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

。

@
記
念
植
樹
の
内
容

結
婚

、

出
生

、

入
学
、
卒
業
、

慶
事

、

新
築
、
開
店

、

各
種
大
会

、

研
修
会
等
の
催
し
も
の
に
係
る
記

念
等
。

な
お
、
各
記
念
日
は
平
成

五
年
四
月
一
日
以
降
の
も
の
と
し

ま
す
。

た
だ
し

、

内
容
等
が
公
圏

内
で
の
記
念
植
樹
に
不
適
当
と

判
断
し
た
と
き
は
、
申
し
込

み
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

a
q
植
樹
資
格

重
信
町
在
住
者

(団
体

、

法
人

を
含
む
。

)友
び
町
出
身
者
。

。
植
樹
本
数

原
則
と
し
て
一
人

(団
体

、

法

人
)
一
本
。

。
植
樹
す
る
樹
木
の
種
類

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
・
ア
ラ
カ
シ
・
イ
口
ハ
モ
ミ
ジ

*
右
記
の
樹
種
の
中
か
ら
町
の
方

で
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。
植
樹
に
関
す
る
費
用
負
担

一
本
当
た
り
二
万
円

。
申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
し
込
み
書
に
費
用

を
添
え
て
役
場
都
市
整
備
課
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い

。

申
し

込
み
書
は
役
場
都
市
整
備
課

、

町
民
課
及

び
町
民
会
館
窓
口
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

a
q
植
樹
の
方
法

植
樹
の
方
法
に
つ
い
て
は

、

申

し
込
み
締
切
後
に
お
い
て
一
括

し
て
町
が
植
栽
業
者
に
発
注
い

た
し
ま
す

。

記
念
樹
に
は
下
記

の
記
念
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け

ま
す
。

プ
レ
ー
ト
の
設
置
期
間
は

、

設
置
後
二
十
年
間
と
し
ま
す

。

ク

T
|
|

伽ー
ー
ー

チ
二
王
塑

一

ス

一
一

i
j
i

花
一志
ニ

ラ

ご

樹
念

7

一
・
一

子
ニ

チ

一
一O
施
一
シ

一
郎

一亦
二

一
一

泡
一
ョ

一
日
太

一町
二

重

一
一

託
記
一
ィ

一

信
一
信
二

将
叶

一

園
〓
メ

一
3
重
一
重二

l
，
本
仇

一

公
一
ソ

一
F

一
一一

ト

4
一

合
5
一
一

名
一
所
二

一
一
一

縦
割

一
一
年
氏
一
住
ニ

ー
=

町

一名
一

{

一

日
二

O

信
一
木
一
貴

一

わ
二
ー
霊
語
制
一
軒

一

戸
』

一
一

一

*
希
望
さ
れ
る
方
は
、
記
念
プ

レ
ー
ト

を
、

ご
自
分
で
直
接

取
り
付
け
て
い
た
だ
く
こ
と

も
出
来
ま
す
の
で
、

申
し
出
下
さ
い
。

。
植
樹
の
樹
種
・
場
所
及
び
時
期

植
樹
の
樹
種
友
び
場
所
は

、

重
信
町
総
合
公
園
整
備
事
業
の

植
栽
計
画
に
そ

っ

て
、
町
の
方

で
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

植
樹
の
時
期
は

、

平
成
十
年

十
二
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す

。

な
お

、

詳
し
い
日
程
・
場
所
及
び

樹
種
が
決
ま
り
次
第
申
し
込
み

者
あ
て
通
知
し
ま
す

。

。
申
し
込
み
締
切
日

平
成
十
年
九
月
三
十
日

倒

場
所

、

本
数
等
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

予
め
お

@
寄
付
及
び
所
有
権

植
樹
後
の
樹
木
は

、

町
ヘ
寄

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で

、

記
念
樹
の
所
有
権
は

町
が
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

~

@
維
持
管
理

で

記
念
植
樹
さ
れ
た
樹
木
の
一

古
小

般
的
な
維
持
管
理
は
町
の
方
で

η

行
い
ま
す
。

な
お

、

記
念
樹
が

凶

枯
死
、
盗
難
等
に
あ

っ

た
場
合

同

は
、
同
一
樹
種
を
町
の
方
で
補

俄4・E

植
復
旧
し
ま
す
。

。

@
そ
の
他

初

樹
木
は
種
類
に
よ
り

数
に
限

斗

度
が
あ
り
ま
す
の

で
、

そ
の
旨

@

ご
了
承
下
さ
い

。
(申
し
込
み
先

富

着
順
に
受
け
付
け
し
ま
す

。

)

役場都市整備課~詳しくは、



コ
ン
ニ
チ
ワ

給
食
セ
ン
タ
ー
で
す

役
場
各
課
紹
介
の
十
四
回
目
は

町
内
の

小
・
中
学
校

、

幼
稚
園

、

及
び
上
林
保
育

所
の
給
食
の
献
立

作
り
か
ら

調
理
、
配
送
を
し
て
い

る
給
食
セ
ン
タ
ー

で
す
。

司
、
役
場
4

一
各
課
紹
介
一

一
⑩
一
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一
日
に
、
何
人
分
の
給
食

を
作
っ
て
い
ま
す
か
?

一
日
に
約

三
千
食
を
作
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
週
三
回
は
米
飯
給

食
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

献
立
表
を
見
せ
て
も

5

い

ま
し
た
。

以
前
と
違
っ
て
、

今
は
メ
ニ
ュ
ー
も
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
ね
。

給食セ ン ター職員

子
供
達
が
お
い
し
く

、

楽
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
季
節
感
の
あ

る
食
材
を
献
立
に
取
り
入
れ
た
り

、

郷
土
料
理
(
お
も
ぶ
り
、
し
よ
う
ゆ

め
し
)
を
取
り
入
れ
た
り
、
月

一
回

は
子
供
達
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
募

り

、

希
望
の
多
い
献
立
を
取
り
入

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

や
は
り
子
供
達
は

、

カ

レ
ー
ラ

イ
ス

、

ハ
ン
バ
ー

グ
、

麺
類
、
コ

ー
ヒ
ー

牛
乳
な
ど
が
好
き
な
よ
う

で
す
が

、

現
代
の
子
供
達
に
不
足

し
が
ち
な
豆
類
や
海
草
類
を
多
く

使
っ

た
献
立
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

食
材
は

、

質
の
い
い
も
の
を

購
入
す
る
よ
う
に
し
、
食
品
添
加

物
を
使
っ
た
加
工
食
品
は
極
力
さ

け
、

化
学
調
味
料

な
ど
も
使
用
し

な
い
よ

う
に
し
て
い

ま

す
。

一
昨
年、

堺
市
で
起
き
た

0
・
1
5
7

に
よ
る
食
中
毒
が

衝
撃
的
で
し
た
が、

ど
う
い
う

点
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
か
?

学
校
給
食
は

、

食
教
育
の
大
切

な
分
野
で
あ
り

、

今
ま
で
は

、

と

か
く
栄
養
面
重
視
で
良
い
メ
ニ
ュ

ー

を
提
供
す
る
と
い
っ
た

性
格
が

強
か
っ
た
の
で
す
が

、

突
然
堺
市

で
起
き
た
病
原
性
大
腸
菌
O

|
1

5
7

に
よ
る
食
中
毒
は

、
小
学
校

の
給
食
が
感
染
源
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

イラス トを多く使いとても見やすい献立表 (一部)

7 月分学校給食献立表
iliI.'i幽I芋校給食センター

水 |木 | 金 | 土
げんり e うパン 1 I b治喝ごUん I I rrフ吋川、肺レ四ライス 1 1 パ :"-.4れ
牛乳 1 1牛汎 1 1牛乳 1 1 タラムチャワ グ

1 1刊さいカレーもtめ I@ Iに({;"，が 1 3 1だい』んのほいに <h A. 1 '1 I ζ わ叫しめ同庁一l
すりみ'"げ I 1 1)かどりのス， ミ ナ"i' !1 Iポテトチ，プス 1 1 パナナ
7 ;，;=.ンどう.&. I I:\'f ペッの"まずづけ

"ン 牛汎 1 IL ， うゆごU ん I I I 1 1 ' 1lしのかばやa どんぷ勺
ピー フンいため. 暁 1 1"1 I牛" 1 1 盟信中学校 1 1小汎

6 1'出討の L . うがのきl⑦ |そうめんじる 181 --- . -- I @ Iゐつ割問みそいため 1 10 1 弁当の 日 1 11 1 ふれあいの臼
〈ら"冒すもの 1 1 コロ?ケ 1 1 リクエスト献立 1 1 ニまつkとkらこのけ 1 1 
プチトマト 1 1 ，・ペヲとにんt.IA1\'1:，の1 1 1 1 1 1 

ピザト ー" 牛Il 1 1ご以ん I レ《ン.牛汎 1 1 ごはん 1 1ごUん
-;- -，11 - 1.1す.'"十 1 1得." 1 1 トマトスー プ 1 1 牛Il . ，・り Þ' 1f I I牛乳

13 防、いそうザ ラ ダ | ⑪ 1すぷた 1 15 1グラタン I @ Iポー クピー ンズ I @ Iみそ しる 118 
りんご 1 1にんに〈のめし叱め I 1 1-:'-ゲンザィ，テ I 1 ))かどりのから制1 1 1-':たに〈 のカレーψ含

れいと うみかん 1 1 き ゅ う ηの甘命令調 1 1キ守ベツのプレゼ

火

'FliIi: 1 0 1手

月

そ
の
後
厚
生
省
や
文
部
省
か
ら

の
た
び
重
な
る
衛
生
管
理
指
導
や

保
健
所
の
立
ち
入
り
調
査
等
に
よ

る
現
地
指
導
で

、

大
き
く
作
業
方

法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

食
器
類
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

包
丁

・

ま
な
板

・

ザ
ル
か
ら
た
わ

し
に
至
る
ま
で
徹
底
的
に
熱
湯
消

毒
を
し

、

一
般
的
に
家
庭
で
は
生

で
食
べ
て
い
る
キ
ュ
ウ
リ

・

キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
も

、

ビ
タ
ミ
ン
と
熱
の

関
係
は
棚
上
げ
し

、

全
部
煮
沸
し

て
か
ら
調
理
し
て
い
ま
す
。

そ
れ

が
で
き
な
い
果
物
類
は
薄
い
損
素

で
殺
菌
消
毒
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
、

何
よ
り
も

安
全
で
信
頼
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に

、

調
理
場
の
改
善

、

食
材
の
検

収
・
保
存

・

下
処
理
・
調
理

方
法
、
出
来
上
り
時
点
で
の

温
度
管
理
に
充
分
注
意
し
、

子
供
述
が
食
べ
る
ま
で
の
時

間
も
作

っ
て
か
ら
二
時
間

以

内
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

で
は

、

職

員
の
健
康
管
理

・

手
洗
い

、

食
品
の
取
り
扱
い
に
充
分
気

を
つ
け
て
安

心
で
き
る
給
食

を
作
っ
て
い
こ
う
と
職
員

一

同
努
力
し
て
い
ま
す
。

O
身
体
が
悪
か
っ
た
り
、
入
院
を

さ
れ
た
り

し
て
、
図

書
館
へ
来

る

こ
と
が
で
き
な
い
人
に
「
本
」

を
お
届
け
し
ま

す
。

O
五
人
以
上
で
グ
ル
ー

プ
を
作
れ

ば
、
「
木
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

-

会
社

・

企
業
等
の
方
々
も
歓
迎

し
ま
す
。

-

グ
ル
ー

プ
内
に
子
供
さ
ん
が

含
ま
れ
て
い
て
も
か

ま
い
ま

せ
ん
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
先

重
信
町
立
図
書
館

冨
九
六
回
|
三
四

一
四

重
信
ま
ご
こ
ろ

銀
行
に
次
の
方

か
ら
金

一
封
を

寄
付
下
さ
い
ま

し
た
。

温
か
い
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

(敬
称
略
)

〈香
典
返
し
〉

八
塚
健
造
(
南
野
田

)

亡
母
・
貞
江

大
北
忠
則

(牛
測

)

亡
母

・
宇
ヲ
子

金
谷
由
美
子
(
田

窪
)

亡
母
・
渡
部
ト
キ
ヱ
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秋
の
星
空
を

大

見
ま
せ
ん
か

日
時

九
月
五
日
回

午
後
七
時
三
十
分
1

場
所

町
民
会
館
三
階
会
議
室

講
師

四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

募
集
人
数

二
十
人

(
親
子
で
の
参加
可
)

受
講
料

無
料

申
し
込
み
締
め
切
り

八
月
三
十

一
日
刊

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

富
九
六
回
|

一
五
O
O
附

⑤
九
六
回
|
五
O
二
五

角
q
awkp 

イ
ω

平
成
人
・
九
年
度
の
教
育
委
員
会

主
催
の
行
事
と
し
て
行
っ

て
お
り

ま
し
た
文

章
教
室
を
、
こ
の
秋
か

ら
自
主
運
営
の
教
室
と
し
て
再
開

し
ま
す
。

講
師
は
、

二
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
和
田
重
作
先
生

(
元
愛
媛
新
聞
社
編
集
委
員

・
県
生

涯
学
習
推
進
講
師
)
で
す。

開
催
日

・

時
間
等
に
つ
い
て
は
、

希
望
者
が
集
ま
り
、
話
し
合
っ
て

決
め
る
予
定
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。

連
絡
先
富

九
六
四
l

八
六
七
二

(
高
橋
)

八
月
三
十

一
日
開

締
切
日

i

親
ヱJ
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・

森
林
浴
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
j

日
時

九
月
十
二
日
ω

参
加
資
格

町
内
在
住
の
小

・
中
学

(
雨
天
の
場
合
は

、

翌
十
三
日
)
生
の
親
子
(
保
護
者
が
責
任
を
持

午
前
八
時
町
民
会
館
出
発
て
る
の
で
あ
れ
ば

、
四
歳
以
上

午
後
三
時
三
十
分
上
林

(血
ケ

の
子
ど
も
の
同
伴
可
)

嶺
・
風
穴
)駐
車
場
に
て
現
地
解

募
集
人
数

十
家
族
(先
着
順
)

散

申
し
込
み
締
め
切
り
日

注
一
町
民
会
館
か
ら
上
林
間
の
八
月

三
十

一
日
開

移
動
は
各
自
の
車
で
お
願
い

持
参
品

弁
当

・

水
筒

・

虫
刺
さ

し
ま
す
。

れ
用
薬
・
カ
ッ
ト
パ
ン

・

悶
具

内
容

上
林
「
風
穴
」1
龍
神
平
キ
注
一
双
眼
鏡
を
持
っ
て
い
る
方

ヤ
ン
プ
場
1

皿
ヶ
嶺
山
頂
1

龍
は
持
参
し
て
下
さ
い

。

神
平
キ
ャ
ン
プ
場
1

「
風
穴
」
の

服
装

帽
子

・

長
袖

・

長
ズ
ボ

登
山
道
を
歩
き
な
が
ら
鳥
類
の
ン

・

運
動
靴
(リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク

，

説
明
を
聞
き
、
観

察
を
行
い
ま
に
持
ち
物
を
い
れ
、
両
手
は
あ

す
。

け
て
お
い
て
下
さ
い
。

)

講
師

元
日
本
野
鳥
の
会
研
究

部
担
当
幹
事
奥

川

健
一先
生

九
月
六
日
間

午
前
九
時
1

午
後
四
時
半

場
所

町
民
会
館

一
階
娯
楽
室

主
催

町
文
化
協
会
囲
碁
教
室

問
い
合
わ
せ
先

冨
九
六
四
|
九

五
一
八
(山
内
博
)ぬ

ん

市
-

司

ι

日
時

日
時

講場
師所

演
題
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八
月
十
八
日
ω

午
後
七
時
三
十
分
1

テ
ー
マ

親
し
き
仲
に
も
「
敬

一
証
巴
あ
り
。
挨
拶
は
「
敬
証
巴

の
始
ま
り
1

お
祝
い
事
や
お

悔
や
み
な
ど
、
祝
意
・
弔
意

の
表
し
方
1

。
日
時

九
月
九
日

制

午
後
七
時
三
十
分
1

テ
ー
マ

お
祝
い
ス
ピ
ー

チ
に

も
挑
戦
し
て
み
よ
う
!

ー
三

分
間
ス
ピ
ー

チ
の
表
現
を
活

か
し
て
1

講
師

元
南
海
放
送
ニ
ュ
ー

ス
キ

ヤ
ス
タ
l

・

南
海
放
送
学
苑
講

師
・

県
生
涯
学
習
推
進
講
師

山
崎
全
正
先
生

場
所

町
民
会
館
第
一
・
二
研
修
室

募
集
人
数

二
十
名

受
講
料

無
料

※
今
年
度
初
め
て
参
加
す
る
方
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

。
日
時

11 

親
と
子
の
良
い
映
画
を
み
る

会

小
学
三
年
生
の
国
語
の
教
科
書
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
心
や
さ
し

い
少
年
が
リ
ュ
ウ
の
子
を
助
け
出

す
愛
と
勇
気
の
物
語
で
す
。

日
時

八
月
二
十
二
日
出

①
牛
前
十
時1
午
前
十
一
時
三
十
分

②
午
後
二
時1
午
後
三
時
三
十
分

場
所
町

民
会
館
大
ホ
l

ル

入
場
料

(
四
才
以
上
)

前
売
り
八
百
円
(
当
日
千
円
)

主
催

重
信
町
親
と
子
の
良
い
映

画
を
み
る
会

後
援

重
信
町
教
育
委
員
会
・
重

信
町
文
化
協
会

問
い
合
わ
せ
先

冨
九
六
四
|

八
三
四
八
(
栗
田
)

前
売
券
発
売
所

町
民
会
館

・

ベ
l

カ
リ

l

玉
井

・

あ
か
っ
き
書
店
・

門
田
商
店
他

映
画
の
会
会
員

お料理でス ト レスを解消して男性のみなさん、

みませんか?

これからは、自分の体は自分で守らなければなり

ません。この機会を手始めに一緒に挑戦しましょう 。

日時 8月 23 日(日) 午前9時30分~ 1 2時

場所 町民会館1階調理室

講師 クッキングスクールシェフルール

高橋博子先生

焼き鮫子、イカの

チリソ ー ス煮、

野菜妙め

受講料 無料

(但し、材料費800~

1 ，000円は個人負担)
募集人数 20人

申し込み締め切り日

8月 1 8 日ω

献立

200 ミリ天体望遠鏡で星の観測をします。天気の

悪い時は 、 プラネタ リ ウムでその日の星空などを

投影し、 解説します0

0日時 8月 19 日附

午後7時30分~

テーマ 夏の星空

O日時 9月 10 日(柑

午後7時30分~

テーマ 木星

場所 図書館四階

天体観測室 , 
四国天文協会会員 .

福田英利先生

受講料 無料

※今年度初めて参加する

方は事前にお申し込み

下さい。

講師

食
・
飲
・
飾
の

器
た
ち

十
七
回
を
数
え
る
愛
媛
問
芸
展

の
最
優
秀
作
品
三
十
九
点
が
、
み

な
さ
ん
の
お
い
で
を
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

女
性
向
芸
家
の
セ
ン
ス
が
目
立

つ
の
が
、
後
期
展
の
特
徴。

こ
れ
で
「
う
ど
ん

」
を
、
あ
れ

に

「
刺身
」
を
、
そ
れ
に
は
「
お

み
な
え
し
」
と
、
思
い
を
巡
ら
せ

て
く
れ
る
器
た
ち
の
展
示
で
す

。

八
月
三
十
日
ま
で
。

後
期
展

八
月
の
休
館
日

q
J
・
n
u
-
P
0

4・
E
4
E

・

7
'
'
刈
品
寸'
4
E
1
2

1
.
2
.
3
E
 



12 広報しげのぶ

知
っ
て
い
ま
す
か
?

「
戸
籍
の
公
開
制
限
」

一
九
六
八
(
昭
和
田
三
)
年と
い

え
ば

、

明
治
政
府

が
成
立
し
て
ち

ょ
う
ど

百
年
目

に
あ
た
る
年
で
し

た
。

そ
れ
を

祝
う
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
行
事
が
計

画
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
と
反
対
に
、
「
日
本
が

近
代
国
家
へ
の
道
を
歩
み
は
じ

め
て
百
年
も
た
つ
た
の
に
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
制
度
は

な
い
か
」
と
考
え
る
人
た
ち
が
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
取
り
上
げ
ら

れ
た

の
が

、

一
八
レ
ル
に
い

明
治
五
)年
に

作
成
さ
れ
た
「
壬
申
戸
籍
」と
い
う

差
別
戸
籍
の
問
題
で
し
た
。

こ
の
戸
籍
は

、

身
分
解
放
令
が

み
点
'
の
え
詳y
d

だ
さ
れ
た

翌
年
(
壬
申
の
年)に
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す
が

、
族
称
欄

に
旧
身
分
制
度
時
代
の
差
別
名
称

が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く

、

ま

た
、

そ
れ
以
外
に

、

職
業

、

前

科
、
宗
教
な
ど
も
記
載
さ
れ

、

結

婚
や
就
職
の
際
の
身
元
調
査
に
悪

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

差
別
戸
籍
の
撤
廃
を
求
め
る
運

動
に
よ
り

、

こ
の
戸
籍
は
法
務
省

に
よ

っ

て
厳
重
に
封
印
さ
れ

、

国

民
の
目
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も

、

戸
籍
を
め
ぐ
る

差

別
問
題
は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
で

し
た
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は

、

旧

戸
籍
法
は

、

そ
の

第
十
条
で

、
「
だ
れ
で
も
、
手
数

料
を
納
め
た
ら
、
戸
籍
簿
を
見

た
り
、
戸
籍
謄
本
や
抄
本
を
請

求
で
き
る
」
と
定
め
て

、

他
人
の

戸
籍
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
戸
籍

の
公
開
原
則
」
を
う
た

っ

て
い
ま

し
た
。

も
ち
ろ
ん

、

現
在
の
戸
籍

に
は
、
身
分
や
前

科
な
ど
は

-記
載

さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が

、

出
生
地

、

離
婚
歴

、

実
子

・
養
子
の
別
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
公
の
記
録
と
し
て

公
開
さ
れ

、

そ
れ
を

利
用
し
て
興

信
所
や
探
偵
社
が
、
企
業
や
個
人

の
依
頼
を
受
け
て
身
元
調
査
を
し
、

そ
の
結
果
を
依
頼

主
に
報
告
し
て

い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が

、

一
九
七
三
(昭
和
四

八
)年
、
和
歌
山
県
白

浜
町
長
が
結

婚
差
別
事
件
を
き
っ

か
け
に

戸
籍

の
公
開
を
制
限
し
た
た
め
、
裁
判

沙
汰
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果

、

「
公
開
の
原
則
」
に

反
す
る
と
い
う
こ
と
で

、

白
浜
町

が
敗
訴
し
ま
し
た
が

、

全
国
の
自

治
体
で
も
こ
れ
に
な
ら
う
例
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後

、
差
別
的
な
身
元
調
査

を
憲
法
違
反
と
す
る
判
決

(昭
和

日
最
高
裁
)
が
だ
さ
れ
た
り、

ま
た

、

「
戸
籍
の
中
に
は
嫡
出
で
な
い
子

や
離
婚
歴
な
ど
他
人
に
知
ら
れ

た
く
な
い
事
柄
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
同
和
地
区
出
身
者
か
ど

う
か
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る

場
合
も
あ
る
の
で
、
戸
籍
を
公

開
す
る
こ
と
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
や
差
別
行
為
に
つ
な
が

る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い

。

だ

か
ら
、
市
町
村
長
は
、
戸
籍
の

公
開
を
拒
否
で
き
る
の
は
当
然

で
あ
り
、
む
し
ろ
基
本
的
人
権

を
保
障
す
る
立
場
か
ら
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
差
別
を

防
止
す
る
責
任
が
あ
る
」
(昭
和
引

福
岡
高
裁
)と
裁
判
所
の
判
断
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た

。

こ

の
よ
う
に

、

社
会
全
体
が
戸
籍
の
公
開
を

制
限

す
る
方
向

へ
動
い
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め

、

一
九
七
六
(昭
和
五

二
年
六
月

、

「民
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り

、

現
在

の
よ

う
に

、

み
だ
り
に

他
人
の
戸

籍
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し

た
。

以
上
の
よ

う
に

、

明
治
百
年
の

記
念
行
事
を
き
っ
か
け
に
起
き
た

戸
籍
を
め
ぐ
る
運
動
は

、

広
く
国

民
一
般
の
権
利
を
守
る
こ
と

に

つ

な
が
っ
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

n
H
H
H
H
H
V
 

一も
っ
と
も
っ
と
吾
供
を
知
ろ
う

一

一

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議
一

一

子
供
に
ひ
ま
を
与
え
て
み
ま
せ
ん
か

一

「子
供
に
ひ
ま
を
与
え
た
ら
ろ

言
っ
て
い
ま

す
。

一く
な
こ
と
を
し
な
い

。

」
「
ろ
く
で
も
な
い
こ
と

」を
大
切

一

こ
う
い
う
こ
と
ば
を
よ
く
聞
き
だ
と
い
う
こ
と
に
は

賛
成
で
き
な

一
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
ば
は
い
に
し
て
も

、

子
供
た
ち
が

、

い

一
一
面
の
真
理
を
含
ん
で
い
ま
す
。

ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ
り

、

試
行
錯
誤

一
ひ
ま
を
持
て
あ
ま
し
て
、
ろ
く
で
を
繰
り
返

し

な
が
ら
も
の
ご
と
を

一
も
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
姿
を
見
解
決
し
て
い
く
と
い
う
経
験
は
大

一
る
と
気
に
な
る
も
の
で
す
。

勉
強

切
な

こ

と
で
す
。

様
々
な
人
と
触

一
が
後
れ
は
し
な
い
か

、

非
行
に
走
れ
合
い

、

様
々
な
活
動
を
経
験
す

一
り
は
し
な
い
か
と
。

る
こ
と
に

よ

っ
て

、

豊
か
な
心
を

一

そ
こ
で

、

親
や
教
師
は
こ

の
こ
持
っ
た

人
間

に
育
っ
て
も
ら
い
た

一
と
ば
を
全
面
的
に
肯
定
し
、
子
供
い
も
の
で
す

。

=
か
ら
ひ
ま
を

奪
っ
て
い
き
ま
す
。

「
ゆ
と
り
の
教
育
」
が言わ
れ
は

=
寸
暇
も
与
え
ず

、

勉
強
部
屋
に
追
じ
め
て

二
十
年
を
過
ぎ
ま
す
。

こ

.

い
や
り

、

塾
や
習
い
ご
と
に
送
り
こ
ら
で

思
い
切
っ

て
、

子
供
に
ひ

出
し

、

部
活
動
に
熱
中
さ
せ
る
こ
ま
を
与
え
て
み
ま
せ
ん
か

。

と
で
、
ろ
く
で
も
な
い
こ
と
を

断

中
国
の
名

言
に

、

「小
人
閑
居

ち
切
ろ
う
と
す
る
の
で
す
。

子
供

し
て
不
蓄
を
な
す

」
(
大学
)と
い

た
ち
は
良
い
こ
と
ず
く
め
で
息
を
う
の
が
あ
り
ま
す
が

、

こ
れ
は
冒

抜
く
問
も
あ
り
ま
せ
ん
。

頭
に
出
し
た
こ
と
ば
と
は
本
質
の

精
神
科
医
で
作
家
の

、

な
だ
い
と
こ
ろ
で
違
う
と
思
う
の
で
す

。

な
だ
さ
ん
は

、

「
ろ
く
で
も
な
い
な
ぜ
な
ら

、

こ
こ
で
言
う

「小
人
」

こ
と
を
多
く
経
験
す
る
こ
と
も

、

と
は

、

子
供
で
は
な
い
の
で
す
か

成
長
期
の
人
間
に
と
っ
て
大
切
な
ら

。

こ
と
だ
。

」
と
い
う
意
味
の
こ

と
を

豆
町
「
か
け
運
動
』
を
続
け
ま
し
ょ
う
。



借

過

、，、"

、.

ヲ今

注
意
てお

ぎ

り

本当に必要ですか?

h
，
消
費
者
の

善
良
さ
や

無
知

♂
廷
に
つ
け
込
み
、
返
済
に
困

つ

‘
，
て
い
る
多

重
債
務
者
を
タ

1

4
開
、
ゲ
ッ

ト

に
し
た
悪
質
業
者
が

‘
，
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

、
王

戸
問
、
な
手
口
は
次
の
通
り
で
す
。

h
F

紹
介
屋
:
:
:
あ
た
か
も
低

'
刷
也
金
利
で
融
資
す
る

よ
う
に
思

l

わ
せ
て
多
重
債
務
者
を

呼
び

町
一
一-込
み
、
「あ
な
た
の

信
用
状
態

ー
は
よ
く
な
い

。

う
ち
で
は
貸

町
コ
帥
せ
な
い
の
で
ほ
か
の
店
を
紹

1

介
す
る
」
な
どと
言
っ
て
、
紹

円
当
面
介
料
を
だ
ま
し
取
る
。

d
-
司

整
理
屋
:
:
:

「
あ
な
た
の

当
以

債
務
を
整
理
・
解
決
し
ま
す
」

d
R

な
ど
と
広
告
し

、

多
重
債
務

者
か
ら
「整
理
手
付
金
」と
い

っ
た
名
目
で
現
金
な
ど
を
預

か
り

、

整
理
を
引
き
延
ば
し

た
上

、

整
理
を
し
な
い
で

次
々
と
だ
ま
し
取
る
。

買
取
屋
・
・
・
・
・
・

融
資
の
条
件

と
し
て
ク
レ
ジ

ッ

ト
カ

ー

ド

で
商
品
を
次
々
と
買
わ
せ

、

そ
れ
ら
を
定
価
以
下
で
買
い

取
り

、

さ
ら
に
高
金

利
で
融

資
す
る
商
法
。

申
込
者
に
は
、

業
者
へ
の

借
金
の
ほ
か
に
、

ク

レ
ジ
ッ

ト

会
社
へ
の
債
務

が
残
る
。

そのクレジット

利用する前に考える

が
で
き
る
の
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
(
カ
ー

ド
、
ロ
ー
ン
、
キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
)
の

良
い
点
と
い
え
る
で
し
ょ
う

。

し
か
し
、
こ

う
し
た
便

利
さ
に

任
せ
て
使
い
過
ぎ
た
り
支
払
い

(返

済
)
に
失
敗
し
た
り
す
る
と
、
そ

の

人
の
収
入
・
財
産
ば
か
り
か
、
社
会

的
信
用
も
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
き
は

、

こ
れ
ら
マ
イ
ナ
ス
面
も
十
分
に
考

え
て

使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

は
、
過
去
最
高
の
七
万

一
千
二
百

九
十
九
件

(対
前
年
比
二
六
%
増
)

に
達
し
ま
し
た

。

こ
れ
ま
で
多
か

っ

た
若
年
層
の

「浪
費
型
」
破
産
に

加
え
、
最
近
で
は
、
中

高
年
層
を

中
心
に
、
勤
務
先
の
倒

産
や
リ

ス

ト
ラ

な
ど
で
収
入
が
減
り

、
借
金

を
抱
え
込
む
「
生
活
苦
型
」
破
産
が

増
え
て
い
ま
す
。

借
金
を
返
済
で
き
な
く
な
っ
た

個
人
が
裁
判
所
に
行
う
自
己
破
産

の
申
し
立
て
件
数
は

、
こ
こ

数
年

増
え
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
九
年

-
マ
イ
ナ
ス
面
も
考
え
て

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く

、

す
ぐ
に
商
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と

自
分
の
支
払
い
能
力
を
は
る

か
に
超
え
る
ほ
ど
借
金
を
抱
え

込
む
多
重
債
務
者
が
増
え
て
い

ま
す
。

複
数
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
や
消
費
者
金
融
会
社
、
金
融

機
関
か
ら
お
金
を
借
り
た
り
、

複
数
枚
の
ク
レ
ジ

ッ

ト
カ
ー
ド

を
使
い
過
ぎ
た
り
す
る
の
が
原

因
で
す

。

ク
レ
ジ

ッ

ト
を
活
用

す
る
と
き
は
、
返
済
計
画
や
借

入
金
利
な
ど
の
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
本
当
に
必
要
な
利
用
か
ど

う
か
も
考
え
て
く
だ
さ
い

。

クレジット・利用する前に考えよう一一一
①本当に必要な利用か…・・使 う目的を常に l明雄にしましょう 。

②支払い (返済 ) は無理なくできるか・… クレジァト利J:l'J の目安

として、 一般的にいわれているのが「可処分所得の 15 ~ 20%

く ら いj という考え方です。 可処分所得とは、手取 り 収入か

ら家賃や光熱費なと必要な支出 を差し号 | いた残りです。

①手数料や金利はい くらになるか… -クレジ ァ 卜 は 、 タダでは

利用でき ません。 年率30% で 10万円を借 り 入れ l 年で返済する

場合、月々の返済額は約 l 万800円ですが、そのうち利子だけ

で月 2 ，500円、 年間で3万円を払うことになります。 10か所か

ら同徹を fii- り入れると 、 年間の利子負担だけで30万円になり

ます。

④契約書の内容は理解できたか…一 クレジ ッ トの利用は「契約」

ですか ら 、必ず契約書があります。

クレジット・もし払えなくなったら一一一一
支払い (返消) ができなくなる原因はいろいろありますが、 ま

ずは自分の生活を見直し、どこにお金がかかり過ぎているのか

を点検する ことです。 その上で次のような方法を考えましょう 。

①親や家族に相談する……正直に話しましょう 。

②クレジ ッ ト会社に相談する .. .相談の|努は、収入と生活費の

状態などをあ り のまま話すことが大切です。

①公的な機関に相談する……最寄 り

の消費生活センターや各地域の貸

金業協会のほか、カ ウ ンセリング

機関 と して 、 弁護士会 、 法律扶助

協会、日本クレジ y トカウンセリ

ング協会などがあります。

(社) 全国貸金業協会連合会 (冨03-3452-8171 ) 

日本弁護士連合会 (霞03・3580・9841 )

(財) 法律扶助協会本部 (霞03・3581-6941 )

(財 ) 日本クレジットカウンセリング協会(霞03・3226・0121 ) 

広報しげのぶ13 



Information 

下記の業者を8月 1 日付けで重信

町給水装置工事業者に指定したの

で、お知らせします。

①松山市余戸中2丁目2番 l号

株式会社ホーム設備

富973-6895

②松山市桑原7丁目 6番32号

池田水道工業株式会社

8月 30 日から 9月 5 日は、防災週

間です。 これからの時期は、台風

が多発し、災害が起こり易くなり

ますので、十分に注意して下さい。

なお、家が崖に接しているなど、

危険であると思われる方は、日頃

からのチェックが大切です。 また、

異常に気づいたら、早めに避難し

冨945-4820 . ましょう 。

町民の皆様に、防災に対する関水道メーター取替に
ご協力下さい。 : 心と、 意識の高揚を図るため 、 防

ァプを作成いたしました。 各
町営水道をご利用のみなさまに

. 家庭に配布いたしますのでご活用

望
ま
希
謀、
務

で
捻
方
場
の
役
入
町

-P

加
信

。
一伊

未
重
い

一納
…

に
、
さ

一駒
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組
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~

》
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し
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司
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越

R

ト

さ
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れ
お

下
さ
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•••••••• 
検
え
度
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替
年
が
協

検
り
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引
ご

器
取

o

M
で

量

に
す
認
の

計
と
ま

J
J
Aす

、

F
-

h
り
，
仁
L

キ
4
F

は
紅
お
本
い

。
一

8

て
上
行

す
タ
き
つ
引
を

ま
一
づ
な
い
業

し
メ
基
に
配
作

い
道
に
と
れ
し
え

願
水
令
こ
訂
替

お
査
る
も
り

. 次のご夫婦を追加いたします。

: 今年度金婚式を迎えられたの ・

・ は、昭和23年に婚姻届出をされた ・
• 

夏は水を使う機会が多く、また、 ・ ご夫婦です。(敬称略) ・
• 暑さで汗をかきやすくなるため、感 〔山之内〕 加藤明治 ・ サヨ子 . 

電事故が多く発生しています。 渡部浅次 ・ あや子 : 

「ぬれ手に電気J rぬれ手にプラグ」 ・ 〔樋 口〕 日野春雄 ・ ユキヱ : • 
・ 藤田保ー・安子 ・

和田忠善 ・ カズ子 : 

〔横河原〕 樋口賓・フミ子 : 

• 

下さい。 なお、お留守の場合でも

取り替えさせていただきますの

で、ご了承下さいますようお願い

します。

取替期間

8月から 10月までの間

が危険なことはわかっていても、つ

いうっかり差し込みプラグやソケット

にぬれ手で触ることがあるようです。

電気製品を扱う時は、必ず、手

をよく拭いてから取り扱う習慣を

つけましょう 。

財団法人 四国電気保安協会

愛媛支部

宙943 -375 1

• 
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広報7月号に掲載した今年度金

婚式を迎えられたご夫婦の名簿に

〔播磨台〕

〔田 窪〕

〔北野田〕

〔下林〕

吉田義高 ・ ヤス子

上田隆久 ・ 美代子

和田基一・ユキヱ

高見邦定・富柴

井上恵 ・幸子

森田敬・トヨヱ

あなたもフリーマーケットに
参加しませんか

9月4日から3日問、県内で第52回全国

レクリエーション大会が開催されます。

その最終日の6日(日)、南海放送サンパー

クで、ふれ愛健康フェスタが行われ、そ

の中で、フリーマーケットが出店されます。

今までに使っていたもので不要にな

. ったもの、押し入れにしまい込んだま

・ まの贈答品、手作り品など持ち寄-りま

. せんか?会場への車の釆り入れもOK
なので搬入、搬出にとても便利です。

: 日時 9月 6 日 (日)
IO: OO~ 14 :00 (小雨決行)

. 場所 南海放送サンパー ク

・ 運動ひろば

. 募集店数 50店

: (応募多数の場合抽選)

• • 
出店料 l ブース (約2.2mX2.5m) 

2 ，000円

出店物 リサイクル品としてふさわ

しい物 (動物及び飲食物は不可)

応募方法 往復ハガキに代表者の住

所、氏名、年齢、職業、電話番号、

車の大きさ 01塁、普通車)、出店物

(できるだけ詳しく ) を記入し応募

して下さい。

締め切り 8月 1 0 日 (月)

応募先富799-3 111

伊予市下吾)1 1 933-1

品
C

刻
ぞ

会

ま
店

員

時
仕

委

5
5

J泡
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彼
方
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隆
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リ
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合
同
納

フ
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い

松
加
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間

※
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ません。 ご了承下さい。

平成1 0年7月 1 5 日現在

本年 昨年比

発生 726 +52 

死者 3 -10 

傷者 899 +88 

• (松山南答察署管内)• 
・ ・ 県下の高齢交通事故死亡者、全体

: の48.8%
・ ・ 時間のゆとりと、心のゆとりを持

: った間!去を
・ ・ 夜間 ・ 早朝は必ず反射材の着用を



之んな之どQ あんな之ど。

山
之
内
の

白
戸
実
さ
ん
宅

で
、
珍
し
い
オ
レ

ン
ジ
色
の
ど
じ

ょ
う
が
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。

-
つ

自
宅
近
く
の
田
ん
ぼ
で
と
れ

よ

た
も
の
で
、

一
緒
に
住
む
白
戸

い
υ

カ
ズ
ヱ
さ
ん

(九
十

五
歳
)
も
ど

「こ
ん
な
色
の
ど
じ
ょ
う
は
見

n
'

た
こ
と
が
な
い
。

」

L
引

形
は
ど
じ
ょ
う
、
で
も
色
は

M
t

と
て
も
き
れ
い
な
オ
レ
ン
ジ
色

な
d

を
し
て
い
ま
す
。

ン

白
戸
さ
ん
宅
は
、
食
堂
を
経

レ

営
さ
れ
て
お
り

、
お
客
さ
ん
も

オ
d

こ
の
珍
客
に
は
み
ん
な
び
っ
く

•. 

り
す
る
そ
、
つ
で
す。

民
柑

六
月
末
に
行
わ
れ
た
ミ
ニ
パ
ス
ケ
ツ

引
副
ト

ボ
l
ル
中
予
大
会
に
お
い
て
、
拝
志

創
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
女
子
)
が
優
勝
し

園
、

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
四
国
及
、
び
関

b
L
f西
交
流
大
会
の
予
選
を
兼
ね
た
大
会

F
.
で
、
中
予
地
区
の
お
チ
l

ム
が
参
加
し

t

ま
し
た
。

リ
リL
W
監
督
を
さ
れ
て
い
る
丹
生
川
〈
口
文章

V
U
さ
ん
は
「
大
会
二
週
間
前
か
ら
の
子
供

ー
'

達
の
成
長
に
は
、
私
自
身
び
っ
く

三
ま
し
た。
熱
意
を
持
っ
て
接
す
れ
ば

、

h
h『

、
日
子
供
達
は
そ
れ
以
上
に
応
え
て
く
れ

、

刈
》初
優
勝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

4
A
た
。

」
と、
と
て
も
う
れ
し

そ
う
で
す
o

-
M

中
予
地
区
代
表
と
し
て
、
県

大
会

司
叫
に
出
場
し
ま
す
。

四
国
大
会
を
目
指

判
明
し
て
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

こ
ど
も
母
親
自
転
車
競
技
県

脂
聞

大
会
が
、
七
月

五
日
、
各
警
察

億
隔

署
管
内
の

代
表
、
十
八
チ
l
ム

耀
+

o

A
E
 

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

-
K

さ
す
が
県
大
会
、
レ
ベ
ル
の

段

高
い
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

悔
恨

し
た
。

そ
の
中
で
も
、
北
吉
井

商
廃

合

l
ム
は
、
ふ
だ
ん
の
練
習
も

の
成
果
を
存
分
に
生
か
し
、
落

ヂ

ち
着
い
て
安
全
走
行
、
技
能
走

車
宇

行
が
で
き
ま
し
た
。

髄

結
果
、
惜
し
く
も
全
国
大
会

は
ほ

・

1
a
a
E
d

出
場
は
逃
し
ま
し
た
が
、
堂
々

柑

の
二
位
に
輝
く
こ
と
が
で
き
ま
主
ロ

L
E
し

し
た
。

」
」

今
年
も
上
林
の
水
の
元
で
、

〆

そ
う
め
ん
流
し
が
行
わ
れ
、
涼

引
い
を
求
め
る
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て

お
O

い
ま
す
。

ん
標
高
八
百
m
に
あ
る
水
の
元

り

は
、

夏
で
も
涼
し
く

、
遊
歩
道

k
m
pも整
備
さ
れ

、

近
く
に
は
、
冷

L
・
気
が
吹
き
出
す
「
風
穴
」
も
あ

っ
・
り
ま
す
。

眼
下
に
は
、
道
後
平

門

野
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す

0

.
M一

そ
う
め
ん
流
し
は
、
七

・

八

市
中月
の
土

・

日
曜
日
、
上
林
青
空

を
づ
弓
プ
王
催
で
行
わ
れ
て

涼
即
い
引
わ
せ
先

宮
九
六
四
l

九
一
七
九
(
菅野
)

川
は
き
れ
い
に

七
月
十
三
日
、
拝
志
大
橋
の

た
も
と
で
、
水
生
生
物
に
よ
る
水

質
調
査
(
建
設
省四
国
地
方
建

設
局
主
催
)
が
行
わ
れ
ま
し
た。

調
査
し
た
の
は
、
南
吉
井
・

拝
志
・
上
林
小
学
校
の
児
童
約

百
二
十
人
で
、

川

に
入
り

、

砂
・
泥
・
石
の
裏
に
つ
い
て
い

る
生
き
も
の
を
つ
か
ま
え
、
そ

の
種
類
と
数
を
調
べ
ま
し
た
。

結
果
は
、
ヒ
ル
・
ミ
ズ
ム

シ
な
ど
の
き
た
な
い
水
に
住

む
生
き
物
が
多
く
み
っ
か
り

、

あ
ま
り
き
れ
い
な
水
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

」

「川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
た

い
。

」
な
ど
、
環
境
問
題
に
も
関

心
を
持
っ
た
児
童
も
い
ま
し
た。

(
表
紙
写
真
関
連
)



戸籍の窓 (7月10日までの届出分)
お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます
住所 出生児 保護者 生年月日 住所 氏名 年令 死亡日

野田 l丁目 古川美空 琢磨 6 ・ 7 上村 野首信隆 20 6 ・ 2

主|二 ì'j;リ 芝 jji会 和彦 6 ・ 8 志津川 高須賀公夫 74 6 '12 

北野田 岡田琴音 誠司 6 ・ 9 野田 l丁目 鈴木定七郎 88 6 ・ 1 4

志津川 小明光 光一朗 6 ・ 10 下林 杉本カネ子 77 6 ・ 2 1

下林 門l協j宣太郎 太海 6 ・ 1 9 田窪 向井嵩子 71 6 ・ 22

と|ニ ì'j;IJ 小池風音 輝彦 6 '23 田 窪 渡部 トキヱ 82 6 ・ 24

下林 吉田利子 74 6 ・ 24
A満 1 歳

樋口 恒岡健司 孝1t 6 '26 

上林 伊藤彩音 忠男 見奈良 久保範也 61 6 ・ 24

村上康佑くん(写真右) ・涼f右くん(写真左)
(H9.8.4生)田窪

「元気一杯σ)1藁く h、受く h、

ごれti弓毛冥簡も忘れEす
Tφ白く部lまうねlJ
(父・啓司 母・由紀)

満3歳までのお子様を募集しますl
、r、.rv">-r、J、J、J、~

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 I OEI までに、写真に
保護者のコメン ト を添えて役場町民謀までお送り |でさい。

日曜) 行 事 名 時間 場所

1 ω 

読書会 (源氏物語) 1 13:30~15:30 
2 休) ーーーーー-ーーーーーーー-ーーーーーーー 一一ー-ーー一一一一 ーーーー一一一ー-ー

手話教室 19:00~ 町民会館

3休)

4 幽

5 出 望遠鏡取り扱い講習会 19:30~ 町民会館

燃やさないごみ(空き缶・金属類、びん・ガラス類) (町内全地区)
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ー

燃やさないごみ (ペットボトル、その他燃やさないごみ) (横河原区のみ)
ーーーーーーーーーーーーーーーーー ー一ーーー 一一一一ーーー一一一一一一一一 一一 一一 一一

6 (日) 粗大ごみ(横河原区のみ)
ーーーーーー ーーーーーーーーー ーーーーーーー一一一一ー一一一一 一一一 ー一一一一一一一一

成人バレーボール大会
ー-ーーー ーーーーー ーー--占 』一ー一ー一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一 一一

当番医永山内科 松山市北梅本町宮976-1788

7 (月)

B ω 移動図書館車運行(山之内、樋口、横河原)

9 休)
お喋り教室 ーほ:_3~~____1町民会館
一一一一一一一一一一ーー一一ー ー ーーーー ー ーーー一ー一 一一一一一一一一

移動図書館車運行(志津川、西岡、牛測)

中央料理教室 9 :30~ 町民会館
ーーーーーー ー ー ー ーー ーーー一一一一一一一 一一一一一一一ーーー ーー ー ー ー ー-ー一一

10休)
行政心配ごと相談所 13:00~15:00 町民会館
一一一一一一 一一一一 一ーー-ーー『ー ー ー ー ーー一ー一一一一一一 一ーーー 一 ーー ーー ー

星空教室 19:30~ 図 書 館
ーーーーーーーーーー ー一 一一一一 一一一一ー ーー ーーー ー ーー ー一 一一一一一一ー ーーー

移動図書館車運行 (上樋、播磨台、野田、新村、北野田 、南野田)

11後) 移動図書館車運行(上村、下林、上林)

親子ふれあい広場(バード.ウォッチング-森林浴) P10参照
12出 - IFJ-一一一 I可一一一一男性料理教室 OO~ 民会館

燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)(僕河原区を除〈町内全地区)
一[ 一一司一一13(日) 廃棄図書交換市 9:00~ 16 図 書館

ーーーー ーー一一一一 一ーーー ー ー一 一一一一 一ーーーー 一一一 一ーーーーー一一一一

当番医 友愛内科・小児科松山市水泥町 富976-6262
14(月)

祝日のため 、 ごみ収集しません。
15ω ー-ー一一一 一一一 一ーーー ー 一 一一一一一一一一ーーーー一一一一一一ー - ー ーー ー -ー一一

当番医 池川内科・神経内科重信町志津川 窟964-7787

6 .27 
田 窪 渡部猪之吉 93 6 ・ 2S

横河原 虞鍋祐美子 38 6 ・ 2S

牛 ì'j;リ 大北友近 87 7 ・ 3

山之内 大野美恵子 83 7 ・ 3

南野田 佃大助 21 7 ・ 8

日(曜) 事 名 H寺 r.，\J 場所

読書会(源氏物語) 13: 30~15 : 30 
16休)

手話教室 19:00~ 町民会館

17休)

18~を)
19出

燃やさないごみ(空き缶・金属類、ぴん・ガラス類) (町内全地区)
ー-ーーーー ー ーー一ーー ーーーー ーーーー ー ーー ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

2α日)
燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ) (横河原区のみ)
ーー-ーー一ーーー-ーーーー一ーーーーーーーーー一ーーーーーーーー一一ーーーーーー一一ー

粗大ごみ (横河原区のみ)
一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一ーー 一一一 ーーーーーー

当番医渡部内科 松山市南梅本町窟975-2232

21 (月)

22閃 移動図書館車運行(上樋、播磨台、野田、新村、北野田、南野田)

祝日のため 、 ごみ収集しません。
一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーー一- --- ー ー ーー ーー一ー一一ー一 一一 ー

23休) 粗大ごみ (横河原区、 田窪団地区を除く町内全地区)
ー-ーー一一一一 一一一一一一一一一ー ーーーー『ーーー ー- - ーーーーーー ー ー ーーー一一一ー

当番医藤石病院 重信町志津川宮964-1234

24休)
ゐ配ごと相談所 -h:00~15:??IR 民会館
ーーーーーーー ー ーーーーーーー -ーー一一 一一一一 一一 ーーーーーーー ー-

移動図書館車運行(上樋、播磨台、野田、新村、北野田、南野田)

お牒り教室 ー凶:_3~~ _ ___l町民会館
25(剣 一一一一ー一一ーー ーー ーーーーーーー ーー 一一一一 一 ーー ーーー ーーー一一一一ー

移動図書館車運行(上村、下林、上林)

26出

燃やさないごみ (ペットボトル、その他燃やさないごみ)(織河原区を除〈町内全地区)
一一ーーーーーーーーー一一一一一 一 一 一一一一ーー ーーー ー-ー一 一一一ーーー 司 ーー ーーーー

27(日)
粗大ごみ (田窪田地区のみ )

一一一一---[一一一ー :~~I~~~一一一一廃棄図書交換市 9:00~16 図 書 館
ー ー一一ー一一一 一ー ーーーー ーー一一一一 一 一一ー ーーーーー 一一一 ーー ー ー ー ー一一

当番医 国立療養所愛媛病院重信町横河原 窟964-2411
28(月)

29ω 

30休) 国民健康保険税第3期納期限

カ保健に関する行事は 、 「わが家の健康カレ ンダー」を
ご覧下さし、。 健康カレンターをお持ちでない時は、
お手数ですが役場福祉課までお越し下さい。
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